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都
城
市

市民会館を無償貸与

享笛架市長受け入れ表明

|し モ

人
的
、
物
的
損
害
の
保
障
な

一な
ど
か
ら
、
壼
民
会
館
の
貸

ど
す
べ
て
の
経
費
は
学
園
が

一与
を
市
に
申
し
入
れ
た
。
キ

時
中
寺
車
ヤ
ヤ
カ
椋
や
布
前

一↓
”
中
ｒ
中
の
幸
時
津
に
一

鍋
町
）
の
移
転
先
と
な
る
同

十
六
億
円
と
試
算
す
る
都
較

市
立
野
町
の
宮
崎
産
業
経
営

〓
ｆ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設

・
移
転

大
跡
地
に
講
堂
が
な
い
こ
と

一経
費
に
含
ん
で
い
る
。
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都
妓
市
の
長
革
誠
市
長
は

九
日
、
解
体
を
決
め
て
い
た

市
民
会
館
に
つ
い
て
、
南
九

州
学
同

（宮
崎
市
、
逓
谷
義
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夫
理
事
長
）
か
ら
申
し
入
れ

が
あ

っ
た
二
十
年
間
の
無
俵

貸
与
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
市
は
九

月
議
会
で
可
決
し
て
い
た

解
体
工
事
費
の
補
正
予
算
実

を
十
二
月
議
会
で
減
額
補
正

し
、
来
年
秋
に
も
同
学
園
と

協
定
書
を
取
り
交
わ
す
予

定
。市

に
よ
る
と
、
同
学
園
の

要
望
通
り
会
館
の
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
と
吸
音
断
熱
材
の
吹

き
付
け
な
ど
復
旧
工
事
を
市

が
行

っ
た
と
で
、
学
園
側
が

改
修
を
押

え
る
。
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「廃
棄
」
を
「活
用
」
に
変
え
街
づ
く
り

ま
る
で
建
築
の
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム

（新
陳
代

謝
）
が
忠
い
を
リ
レ
ー
し
、
時
代
を
つ
な
い

で
変
成
し
て
い
く
軌
跡
を
見
る
よ
つ
た
。

呼
体
が
決
ま

っ
て
い
た
部
城
市
民
会
館
が

一
転
、
子
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同
市
に
南
九
州
大
学
を
移
転
す
る
学
校
法

人

・
高
九
州
学
国

（高
崎
市
）
が
二
十
年
間

の
無
償
費
与
を
申
し
入
れ
、
同
市
が
正
式
に

同
会
館
の
存
続
を
決
定
し
た
か
ら
だ
。

市
は
九
月
定
例
議
会
で
同
会
館
の
解
体
工

事
資
な
ど
を
可
決
、
来
年

一
月
に
着
工
予
定

だ

っ
た
土
壇
場
で
の

「復
活
」
一ド
の
る
。

市
の
実
断
を
高
く
評
価
し
た
い
。

そ
れ
は
公
共
建
築
物
の
運
命
を
変
え
た
だ

け
で
は
な
い
。
当
然
視
さ
れ
た
老
朽
施
設
の

「
廃
棄
」
を
、

「
活
用
」
に
転
換
さ
せ
る
都

市
文
化
と
し
て
の
新
た
な
価
値
を
持
つ
。

南
九
州
大
学
の
講
堂
に

「
捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
」
を
地

で
い
く
よ
，２
な
経
緯
一Ｆ
の
る
。

都
域
市
民
会
館
は
、
を
朽
化
し
て
い
る
う

え
新
た
な
総
合
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成
し
、
年

間
約
二
千
万
円
と
い
う
維
持
葺
が
ネ

ッ
ク
と

な
り
今
年
二
月
、
解
体
が
決
ま

っ
た
。

庫
知
の
よ
う
に
、
同
会
館
は
わ
が
国
の
代

表
的
な
建
築
家
　
菊
竹
清
訓
氏
の
設
計
で

一

九
六
六
年
に
開
館
。
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
と
い
う

理
念
を
体
現
し
た
日
本
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
の

傑
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
同
市
は
財
政
難
に
加
え
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も

「
解
体
」
賛
成
が
多
か

っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
存
続
を
断
念
。
同
会
館
の
解

体
は

「
秒
読
み
」
段
階
に
入

っ
て
い
た
。

そ
こ
へ
降

っ
て
わ
い
た
よ
う
に
出
現
し
た

同
学
国
の

一
攻
い
主
」
で
あ
る
。

同
学
園
は
、
同
会
館
が
移
転
を
予
定
し
て

い
る
南
九
州
大
学
で
講
堂
と
し
て
使
え
る
こ

と
、
ま
た
文
化
的
価
値
の
高
い
公
共
建
築
物

を
保
存
で
き
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
無
憤
黛

与
を
申
し
入
れ
、
市
も
承
話
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
と
復
旧
工
事
は
市
が
行

い
、
賞
与
期
間
中
は
向
学
園
が
自
二
運
営
す

る
こ
と
に
な
る
。
市
民
の
中
に
も
今
回
の
決

定
を
歓
迎
す
る
市
は
多
い
。

戦
後
の
代
表
的
建
築
物

「
解
体
か
存
続
か
」
に
招
れ
た
同
会
館
間

越
が
投
げ
か
け
た
意
味
は
二
点
あ
る
。

一
つ
は
、
市
財
政
と

「
公
共
建
築
」
の
関

係
一Ｆ
の
る
。
も
と
よ
り
財
政
ど

日
治
体
運
営

の
上
台
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

だ
が
、
財
政
論
の
み
で
、
つ
ま
り
維
持

‘

管
理
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
存
廃

が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
行
の

一
つ
の
風
景
と
化

し
、
極
め
て
高
い
公
共
け
を
持

っ
た
建
築
物

の

「社
会
的
意
味
」
が
失
わ
れ
る
。

同
会
館
の
建
設
に
も
多
額
の
税
金
が
投
入

さ
れ
、
し
か
も
四
十
年
に
わ
た

っ
て
市
民
文

化
の
発
信
源
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
整

理
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
い
る
。

も
う

一
つ
は
、
同
会
館
の
建
築
的
価
値
が

地
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
日
本
の
モ
ダ

ニ

ズ
ム
建
築
と
い
う
支
脈
で
と
ら
え
ら
れ
る
ス

ケ
ー
ル
を
持

っ
て
い
た
こ
と
だ
。

建
築
運
動
と
し
て
の
メ
女
ボ
リ
ズ
ム
は
、

「進
歩

一
「希
望
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
近

代
化
の
貪
欲
な
〓
ネ
ル
ギ
ー
を
表
象
し
て
い

る
。
同
会
館
の
実
形
の
相
貌
、
大
空
に
向
か

っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
慕
翔
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
そ
の
端
的
な
表
現
だ

っ
た
。

戦
後
日
本
は
飛
躍
的
な
発
展
を
逐
げ
、
主

要
な
街
並
み
を
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
建
築
が
飾

っ

た
後
に
、
全
国
で
消
滅
の
危
機
に
あ
る
そ
の

代
表
的
建
物
が
同
会
館
だ

っ
た
。

戦
後
の
活
力
に
満
ち
た
時
代
の
記
憶
が
、

同
会
館
の
風
景
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
解
体
が

惜
し
ま
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
寸
前
で

「
拾
う
神
」
に

恵
ま
れ
た
幸
運
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

「
活

用
」
の
新
た
な
段
階
に
人
る
同
会
館
．

都
域
の
都
市
文
化
が
、
歴
史

・
建
物

・
景

観
を
取
り
込
ん
だ
街
づ
く
り
に
挑
む
．


